
　払出数量を計算する基本的方法としては、継続記録法

および棚卸計算法の２つがある。継続記録法は払出のつ

どその数量を払出欄に記録し、払出の欄の集計として当

期の払出数量を決定する方法である。これに対して棚卸

計算法は、払出のつど、いちいち記録せず一定時点ごと

に実地棚卸を行い、（期首数量＋当期購入数量－期末数

量＝払出数量）の計算によって、当期の払出数量を決定

する方法である。

　企業会計原則では、払出単価の決定に関し、原則とし

て、個別法、先入先出法、平均原価法などを適用すべき

ものとしている。個別法は棚卸資産の取得原価を異にす

るに従い区別して保管し、その個々の実際原価によって

払出単価を算定する方法である。先入先出法は最も古く

取得されたものから順次払出されるとの仮定に基づいて

払出単価を算定する方法である。平均原価法は購入時期

の異なるグループから均等な割合で払出されるとの仮定

にたって払出単価を算定する方法である。企業は、これ

らの方法の中から、棚卸資産の性質、種類、物的移動の

状況等を考慮して、最も適切な方法を選択しなければな

らない。
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